
　
8
月
23
日
か
ら
26
日
ま
で
、
茶
の
生
産
技

術
の
向
上
と
茶
業
の
一
層
の
発
展
の
た
め
に

行
わ
れ
る
全
国
茶
品
評
会
が
京
都
府
宇
治
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
会
に
は
、
全
国
か
ら
8
0
0
点
以
上

が
出
品
さ
れ
、
普
通
煎
茶
4
㌔
の
部
に
は
各

産
地
か
ら
約
1
0
0
点
の
銘
茶
が
並
び
ま
し

た
。
そ
の
中
か
ら
相
藤
令
治
さ
ん
（
相
藤
園
）

が
最
高
位
の
農
林
水
産
大
臣
賞
に
選
ば
れ
、

1
等
３
席
に
は
相
藤
直
紀
さ
ん
（
相
藤
農

園
）
が
続
く
な
ど
他
の
出
品
者
も
上
位
入
賞

を
果
た
し
、
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
入
賞
者
に
話
を
聞
く
と
「
自
分
の
力
だ
け

で
は
到
底
及
ば
な
い
名
誉
。
支
援
し
て
く
れ

た
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
」
と
笑

顔
で
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
8
月
4
日
に
開
催
さ
れ
た
静
岡
県

茶
品
評
会
普
通
煎
茶
の
部
で
、
相
藤
裕
次
さ

ん
（
相
藤
園
）
が
１
等
１
席
農
林
水
産
大
臣

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
未
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
産

地
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
川
根
本
町
に

も
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、

そ
の
状
況
を
吹
き
飛
ば
し
、
再
び
川
根
茶
が

高
品
質
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
の
上
な

い
話
題
に
、
町
は
喜
び
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
両
品
評
会
で
最
高
賞
を
受
賞
し
た
相
藤
令

治
さ
ん
と
相
藤
裕
次
さ
ん
に
話
を
聞
く
と
、

川
根
茶
の
「
伝
統
・
技
術
」
の
継
承
に
対
す

る
思
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

【 第７ ６ 回全国茶品評会 審査会結果】

● 普通煎茶４ ㌔の部

● 普通煎茶１ ０ ㌔の部

１ 等１ 席　 　 　 相藤令治（ 相藤園）

１ 等３ 席　 　 　 相藤直紀（ 相藤農園）

２ 等　 　 　 　 　 川崎好和（ 松島園）

３ 等　 　 　 　 　 土屋鉄郎（ つちや農園）

３ 等　 　 　  　   丹野浩之（ 丹野園）

● 普通煎茶 4 ㌔の部産地賞 ･･･ 川根本町第 2 位

相
藤
園 

全
国
茶
品
評
会

 

　
　
　      

最
高
賞
に
輝
く

茶
に
向
き
合
い
続
け
た
50
年

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
挑
戦
が
実
を
結
び
、
日
本
一
に
。

こ こ にも 、 一つの物語。
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楽し みながら お茶に向き 合えば
お茶は必ず応えてく れる

　 高校卒業後に家業を 継いで約 5 0 年、 茶の製造技術

の向上と 川根茶の発展のために全国茶品評会に挑戦し

続けてき まし た。 途中、 自身の成長に限界を 感じ て出

品を 止めるこ と も あり まし たが、 家族や関係者の皆さ ん

の応援も あっ て、 念願の最高賞を受賞するこ と ができま

し た。 私ひと り の力では、 成し 遂げら れなかっ たこ と 。

支えてく ださ っ た皆さ んに本当に感謝し ています。

　 近年、 川根茶は価格低迷による生産

者の収益減、 後継者不足など課題が山

積し ていま す。 生産や製造、 販売に携

わる関係者が川根茶に自信を持ち、 農家

や茶商、 行政ら 関係者が一丸と なっ て、

川根茶を盛り 上げていく こ と が重要だ

と 感じ ています。

　 県の品評会に続き、 全国でも 最高位の農林水産大臣

賞を受賞でき て本当にう れし く 思います。

　 私は、 結婚を 機に相藤園でお茶に携わるよう になり

まし た。 飲んだ人に「 美味し い」 と 言っ ても ら えるよ

う なお茶を 目指し て挑戦を重ねる父にあこ がれ、 私も

日々勉強し ています。

　 最近、 茶業に就業し たいと いう 若者が増えていると

聞き ます。 し かし 、 お茶を 生業にするこ と は決し て簡

単ではあり ません。 製造技術継承の

ために先人の教え を し っ かり 受け継

ぎ、 時代に合わせた魅力発信をし なけ

れば、 川根茶を未来につなげるこ と は

できないと 思っ ています。 父に学びな

がら 、 覚悟を 持っ て 取り 組みたいと

思っ ています。

美味し いと 言ってもらえるお茶を目指し て

覚悟を持って励んでいきたい

相
あ いと う

藤 令
れ い じ

治さ ん

フ ォ ーレなかかわね茶茗舘で
出品茶園の最高級茶を味わえます！

● 提供農園

　 ▶  相藤園

　 ▶  丹野園

　 ▶  つちや農園

※提供は、 各農園

　 ７ ５ ０ 席です。

● 呈茶料金

　 １ 席 ･･･ ３ ０ ０ 円

　【 問】 フ ォ ーレ なかかわね茶茗舘

　 　 　 ☎（ ５ ６ ） ２ １ ０ ０

相
あい と う

藤 裕
ゆ う じ

次さ ん


